
【QRコード】



①連携・接続に関すること
「幼児期の終わりから小学校入学への『円滑な接続』
に向けた くまもとスタンダード」R3.7月

●「引継ぎの主な視点」
「スタートカリキュラム編成のポイント」
「情報交換会の主な視点」
「スタートカリキュラム見直しのポイント」
など、具体的な取組のポイントをまとめ、小学校等へ配付しています。

【QRコード】

入学当初の教育においては、幼児期において自発的な活動としての遊びを通して学んでき
た児童を戸惑わせることなく、主体的に自己を発揮しながら学びに向かえるようにすること
が大切です。つまり、小学校教育は、幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえた
ものにすることが大切であり、“０からのスタートではない”ことを理解・実践しなければ
いけません。令和３年７月に、接続の時期に必要な取組を「幼児期の終わりから小学校入学
への『円滑な接続』に向けた くまもとスタンダード」としてまとめ、配付しました。それ
ぞれの時期に必要な取組を各学校において確実に実施するようお願いしています。



幼・保等、小、中連携セミナー

「スタートカリキュラム」について

県では、「第３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」及び「第２期くまもと子ども・子育
てプラン」に基づき、毎年、認定こども園・幼稚園・保育所等、小学校、中学校等の関係者が一
堂に会し、お互いの教育機能を理解し合う研修を実施しています。
研修では、幼児の具体的な事例を通して「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有を図
り、幼児期に身に付けた主体性を小学校以降の教育へつなげていくためには、校種ごとにどんな
ことができるのかを考える演習を行っています。

小学校学習指導要領の第1章総則「学校
段階等間の接続」に示されているとおり、
各学校においては、入学した児童が、幼児
期の教育における遊びや生活を通した学び
と育ちを基礎として、主体的に自己を発揮
しながら学びに向かうことが可能となるよ
うにするためのスタートカリキュラムの充
実が求められています。

【参考】「スタートカリキュラム スタートブック」から
（文部科学省）

【参考】「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」から
（文部科学省）

【QRコード】 【QRコード】



②幼児教育アドバイザー（スーパーバイザー）派遣

③幼児教育・保育に係る課題等についての調査研究
市町村における幼児教育の推進体制づくり

☞大津町では、幼・
保等と小学校の先生
方とで話し合い、接
続期のカリキュラム
を作成されています。

【QRコード】R1～R2モデル地域…大津町の取組
「域内における幼児教育の推進体制に係る実践研究」
・町における保育士研修
・町における幼児教育アドバイザーの配置・派遣
・接続期のカリキュラムの改善

※大津町の取組に
ついては、大津町
のホームページで
も紹介されていま
す。

市町村における、幼児教育・保育の質の向上及び就学前教育と小学校以降の教育との円滑な接
続を図るため、モデル市町村を設定し、幼児教育の推進体制づくりについて取り組んでいただい
ています。（モデル市町村…R1～R2 大津町、R3～R4 山鹿市）

熊本県幼児教育センターには、幼児教育アドバイザー（スーパーバイザー）を配置しています。
各認定こども園、幼稚園、保育所及び小学校等の実態に応じて以下のような支援を行っています。

<支援内容>
幼・保等、小、中連携支援、
保護者会等への支援、園内研修支援、
幼・保等、小、中連絡会支援等

<派遣方法>
継続派遣…各期及び年間に１園につき４～６回派遣
単発派遣…申請に応じて、１園・学校に１回派遣


